
今後の研究計画

綾野孝則

今後もこれまでの研究に引き続き、任意の代数曲線の扱いやすい定義方程式を与える三浦標準

形を用いて、種数の高い代数曲線に対してまでシグマ関数、アーベル関数の性質を明らかにする

ことを目標に研究に取り組みます。具体的には次のような問題を検討します。

1. telescopic曲線のシグマ関数の零点に関する性質

リーマンの特異点定理は、リーマン面の幾何学的な情報から定まる自然数mに対して、リーマ

ンのテータ関数の零点において、次数m未満の微分は全て消え (0になる)、m次の微分には消えな

いものがあることを主張する定理です。しかし、実際m次のどの微分が消えないかはこの定理か

らは分かりません。[5]では、シグマ関数のべき級数展開の初期項が適当なシューア関数になること

を用いて、シューア関数の微分の性質から、超楕円シグマ関数の次数mの消えない微分が１つ具

体的に与えられています。この結果は、yr = f(x)[1]、(n, s)曲線 [3]、telescopic曲線 (論文リスト

1-2)、任意のリーマン面 [4]にまで拡張されました。さらに [1]では、一般化された Jacobi inversion

formulaeを用いて、曲線 yr = f(x)に対してシグマ関数のさらに多くの消えない微分が求められて

います。本研究では、telescopic曲線にまで拡張された Jacobi inversion formulaeを用いて、シグ

マ関数の零点に関する [1]の結果が telescopic曲線の場合にも成り立つか検討します。

2. 任意のリーマン面に付随するシグマ関数　

[4]では、リーマン面のテータ関数がKP-hierarchyの解になることを用いて、テータ関数の級数

展開の初期項がシューア関数になることが示されています。そのシューア関数の微分の性質から、

テータ関数の消えない微分が、ある次数 0の正則直線束の gap sequenceを用いて記述出来ること

も示されています。超楕円曲線の場合には、gap sequenceも具体的に書かれています。本研究で

は、一般の代数曲線の場合に gap sequenceを具体的に書くことにより、テータ関数の消えない微

分をより具体的な形で記述することを検討します。また [4]では、テータ関数の消えない微分を用

いて、[2]で導入された任意のリーマン面のシグマ関数がモジュラー不変になるような正規化定数

が与えられています。一方、(n, s)曲線や telescopic曲線のシグマ関数は、級数展開の係数が定義

方程式の係数の多項式になるというモジュラー不変性より強い代数的性質を持つことが示されて

います。本研究では、任意の代数曲線の定義方程式を三浦標準形で表現し、[4]で定義された任意

のリーマン面のシグマ関数の級数展開の係数が定義方程式の係数の多項式であることを示します。
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